
平成１７年度　グリーン物流パートナーシップモデル事業

実施計画提案書

平成１７年度　グリーン物流パートナーシップモデル事業

実施計画提案書

〔モデル事業件名〕

環境調和型物流センターの構築

環境問題（ＣＯ2排出量の削減）と部品納入頻度向上、
リードタイム短縮の両立を狙った物流改善

翔運輸㈱物流事業者

矢崎総業㈱荷主企業

拠点集約化サブワーキンググループ　H－2

（提案事業者）（提案事業者）



１．提案の概要

①．お客様へのわずか１ｋｍというロケーションを活かして、各サプライヤー様
　　の部品を共同納入します。つまり、各サプライヤー様の部品をこの物流
　　センターに集め、お客様から送られてくる情報に合わせて混載納入する
　　システムです。

②．納入品質の高度化を各サプライヤー様が個別に推進すると、納入トラック
　　の増加や輸送効率の低下という環境面での課題が発生してきますが、中継
　　地を設けて混載納入を実現出来れば「部品納入の高度化」と、「環境負荷
　　の低減」という、相反する二つの要素を両立させることが可能になります。



２．田原物流センター　建物の特徴

お客様鳥瞰イメージ

緑地帯

雨水貯留層の設置

設備自社製品ＰＲ

車輌待機スペース

増築スペースの確保

トップライトハッチ

緑地帯
車輌待機スペース

緑化パーキング

アイドリング
ストップ

リサイクル材の
使用

共同輸送による
CO2削減

雨水の有効利用
緑地への散水

塩害・風害対策 グリーンベルト
の設置

耐震構造の建物
地震に強い倉庫

情報のバック
アップ

耐震構造の建物
地震に強い倉庫



３．レイアウト



部品メーカー

Ａ社

Ｂ社

Ｃ社

翔運輸㈱
　田原物流センター

お客様

共同便
（中継地混載）

４．共同配送について

A A

B B

C C

C
C

B
A

B
A

（納入便）

積載率向上による
納入車輌の減



５．田原物流センターの環境への取組み

⑦環境負荷低減を追及した
　　こだわりの物流センター実現

省エネルギーに対応した
　　　　　物流センターの構築

ＩＴを活用したＳＣＭ／ＤＣＭの構築

環境調和型ロジスティックスの促進

田原物流センター

④共同輸配送による排出ＣＯ２
　 の削減

⑤デジタルタコグラフの活用に
　 よるエコドライブの徹底

①走行距離を減らして排出
　 ＣＯ２の削減

②モーダルシフトによる排出
　 ＣＯ２の削減

③静岡地区の輸送を見直しし、
　 便数削減による排出ＣＯ２の
　 削減

⑧新田原情報システムの開発、
　 導入（ＩＣタグの活用含む）
　
サプライチェーンマネージメント
デマンドチェーンマネージメント

⑥ハイブリッド車導入による
　　　　　　　　ＣＯ２排出削減


